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2 0 2 1  年 ７ 月

N o. 2

難 民 の 人 々 を 歓 迎 で き る 社 会 に ！

　  世  界  の  難  民  は  8, 2 4 0  万  人 （ 2 0 2 0  年  末 、

U N H C R ） 。 コ ロ ナ 禍 で あ り な が ら 、 過 去 最 高 を

更 新 し ま し た 。 2 0 2 0  年 １ 年 間 で 、 新 た に 故 郷

を 追 わ れ た 人 々 は 約  1, 1 2 0  万 人 に の ぼ り ま す 。

　 2 0 2 1  年  5  月 、 難 民 を 入 管 施 設 に 収 容 し 、 強

制 送 還 を 可 能 に す る 入 管 法 改 正 案 が 内 外 か ら の

批 判 の 高 ま り を う け て 廃 案 に な り ま し た 。 国 連

の 人 権 専 門 家 や 難 民 高 等 弁 務 官 事 務 所 か ら も

「 （ 改 正 案 は ） 国 際 的 な 人 権 水 準 に 達 し て い な い 」

と 廃 案 、 抜 本 的 な 見 直 し を 求 め ら れ て い ま し た 。

　 2 0 2 1  年  7  月 、 鎌 倉 市 議 会 は 難 民 政 策 の 見 直

し を 国 に 要 請 す る 意 見 書 を 賛 成 多 数 で 可 決 し ま

し た 。 意 見 書 の 中 で 、 「 迫 害 を 受 け 、 命 の 危 機 に

直 面 し て 庇 護 を 求 め る 難 民 に 対 し て 冷 た い 国 や

社 会 は 、 全 て の 人 に と っ て 冷 た い 国 や 社 会 で あ

る と 考 え る 」 と 指 摘 し て い ま す 。 難 民 政 策 に 関

し て 、 地 方 議 会 か ら の 意 見 書 は 初 め て で 、 こ の

動 き が 全 国 に 広 が る こ と を 願 っ て い ま す 。

　 ア ル ペ な ん み ん セ ン タ ー は 、 2 0 2 0  年 に 開 所

以 来 、 多 く の 皆 様 に 支 え ら れ  1 9  名 の 難 民 を 受

け 入 れ て き ま し た 。 難 民 の 人 々 を 歓 迎 で き る 社

会 の 実 現 の た め に 、 今 後 と も 困 難 な 状 況 に お か

れ て い る 難 民 に よ り そ っ て ま い り ま す 。 皆 様 の

ご 支 援 、 ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ア ル ペ な ん み ん セ ン タ ー 事 務 局 長 　 有 川 憲 治 

難 民 の 友 に 、 難 民 と 共 に



　 4  月  2 7  日 、 鎌 倉 の ゲ ス

ト ハ ウ ス 「 亀 時 間 」 で 、 ラ

ン  チ  会  が  開  催  さ れ  ま し た 。

ミ ャ ン  マ  ー  出  身  の  M  さ  ん

が 、 母 国 で 人 気 の 「 ナ ン

ジ  ー ト ゥ 」  と  い  う  麺  料  理  を

紹 介 し ま し た 。 1 3  名 の お 客 様 で 満 席 と な り 、 日

本 で は な か な か 食 べ る こ と が で き な い ミ ャ ン マ ー

の 家  庭  料 理 は 、  皆  様 に 大  好  評 で し た 。

　 食 を 通 し て ミ ャ ン マ ー の 文 化 と 出 会 い 、 M  さ ん

と の 出 会 い を 通 し て 日 本 に 暮 ら す 難  民  の 状  況 に つ

い て 知 り 、  語 り 合 う 機  会 と な り ま し た 。  今 ま で 難

民  に つ い て 知 ら な  か っ た  地  域  の 方 々 も 、  M  さ ん や

ア ル  ぺ  を 応  援 し て く だ っ て い る 方 々 と つ な が り 、  地

域 の 交 流 が 広 が り ま し た 。

　 M  さ ん も 「 知 ら な い お 客 様 に 自 分 の 作 る 料 理 を

お  出 し す る の  は  初  め て 」

と 、  当 日 ま で 何 度 も 試 作

を  繰 り 返 し 、  完  成  度  の

高 い 美 味 し い 「 ナ ン ジ ー

ト ゥ 」  を  紹  介  す  る  こ  と  が

で  き 、  M  さ  ん  自  身  の  喜

び  に も な り ま し た  。

　 こ の ラ ン チ 会 で 新 た に 出 会 っ た 方 ど う し の 交 流

も 始 ま っ て い ま す 。 「 亀 時 間 」 の オ ー ナ ー の 方 か ら

も 、「 次 回 の 企 画 も 楽 し み 」 と お 声 が け を い た だ

き ま し た  。

　 ア ル ペ で は 今 後 も 、 地 域 の 方 々 と 難 民 の 出 会 い

と 交 流 の 場 を つ く り 、「 難 民 を 友 人 と し て 迎 え 入 れ

る 地 域 づ く り 」 を 進 め て い き ま す 。

地 域 連 携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 　 漆 原  比 呂 志

　  毎  年 ６ 月 2 0  日

は 国 連 が 定 め た

「 世 界 難 民 の 日 」

で  す 。  全  世  界  で

様  々 な イ ベ  ン ト が

行  わ  れ  ま  す 。  入  居

し て い る 難 民 に 相

談 し た と こ ろ 、「 ラ イ ブ イ ベ ン ト が や り た い 」 と の こ

と 。 コ ロ ナ 禍 で 、 対 面 で の イ ベ ン ト が 難 し く 、 オ ン

ラ イ ン 配 信 で 行 う こ と に な り ま し た 。

　 ５ 月 か ら 準 備 を 始 め ま し た が 、 仮 放 免 と い う 不

安 定 な 立 場 で 、 将 来 の こ と を 考 え る の が 難 し い 彼 、

彼 女 ら に と っ て 一 ヶ 月 も 先 の イ ベ ン ト の 予 定 を 立 て

て 計 画 的 に 行 動 す る の は 大 変 で し た 。 ２ 週 間 前 と

日 に ち が 迫 っ て も 、 具 体 的 な イ ベ ン ト プ ロ グ ラ ム の

見  通 し  が  立  た  ず 、  実  行  で  き る  の  か  と 不  安  に  思  い  な

が ら 広 報 を 始 め ま し た 。

　 空 気 が 変 わ っ た の は 、 イ ベ ン ト 1 0  日 前 。 発 注 し

て い た オ リ ジ ナ ル T  シ ャ ツ が 届 い た 時 で し た 。  色

違  い  の カ ラ フ ル な T  シ ャ ツ に 身 を  包  み  、  毎  週  木  曜

日 、  自 己  表  現  と  癒  し  の  目  的  で  お  こ な  っ て  い  る  歌  の

レ ッ ス ン で 、 参 加 者 の 愉 快 で 賑 や か な 雰 囲 気 が

や っ と 出 て き た な 、  と 一  安 心  の  瞬  間  で し た  。

　 迎 え た 当 日 、 リ ア ル タ イ ム で は  1 0 0  名 を 超 え る

方 々 が 、 参 加 し た 難  民 の パ ワ フ ル さ に 元  気 を も ら っ

た り 、  難  民  同  士  励 ま し 合 う メ ッ セ ー ジ に 涙 し た り し

て く だ さ い ま し た 。 そ の 様 子 は  N H K  ニ ュ ー ス に も

取 り 上 げ ら れ 、 配 信 の 再 生 回 数 は そ の 後 一 週 間 で

1 5 0 0  件  を  超  え ま し た  。 こ れ  だ  け  注  目 を  集  め た こ と

や い た だ い た た く さ ん の 反 響 に 対 し 、 達 成  感 を 得

ら れ 喜 ん で い る 難 民 の 姿 が 印 象 的 で し た 。 「 知 っ て

も ら う こ と 」 が 第 一 歩 、 そ ん な こ と を み ん な で 再 認

識 し た イ ベ ン ト で し た 。

プ ロ グ ラ ム コ ー デ ィ ネ ー タ ー 　 及 川 い ず み

＊ 配 信 し た 動 画 は 、 Y o u T u b e 「 ア ル ペ チ ャ

ン ネ ル 」 か ら ご 覧 に な れ ま す 。 右 の  Q R  コ ー

ド か ら ア ク セ ス く だ さ い 。

世 界 難 民 の 日 「 ア ル ペ ・ ス ペ シ ャ ル ラ イ ブ  2 0 2 1 」 報 告

地 域 交 流 ・ 「 亀 時 間 」 ラ ン チ 会 開 催



 小 さ な 奇 跡 が い っ ぱ い ！

　 「 玉 ね ぎ を 買 っ て く だ さ い 」 と の 入

居 者 の 願 い の 声 に 「 で も 注 文 し な く て

も だ い じ ょ う ぶ 」 と 、 心 の 中 で 思 い な

が ら 「 神 様 、 必 要 な も の を お 与 え く だ

さ い 」 と 祈 り ま し た 。 翌 日 、 玉 ね ぎ が 他 の 野 菜 と 一 緒 に 届 け ら

れ ま し た 。 こ う し た 小 さ な 奇 跡 は 、 こ こ ア ル ペ な ん み ん セ ン タ ー

で は 日 常 的 に 起 こ り ま す 。

　 次 は 、 お 菓 子 作 り が 大 好 き な  5  歳 の 女 の 子  M  ち ゃ ん の 身 の 上

に 起 こ っ た こ と で す 。 あ る 時 、 ホ ッ ト ケ ー キ ミ ッ ク ス を 使 っ て

焼 ド ー ナ ッ ツ が 作 れ る 機 械 が 届 き ま し た 。 翌 日 、 ホ ッ ト ケ ー キ

ミ ッ ク ス が 届 け ら れ 、 そ の 翌 日 に 、 一 緒 に 焼 い て く れ る ボ ラ ン

テ ィ ア 女 子 高 生  K  さ ん が 来 て く れ る こ と が 決 ま り ま し た 。

　 K  さ ん は 昨 年 度 、 遠 隔 授 業 な ど で 自 宅 に こ も り が ち な 生 活 の

中 で 、 お 菓 子 作 り に 取 り 組 ん で ス ト レ ス を 発 散 し て い た と の こ

と 。 M  ち ゃ ん の た め に 、 去 年 の  1  年 が あ っ た の か と 驚 い て い ま

し た 。 も ち ろ ん 、 M  ち ゃ ん も 大 喜 び で す 。 K  さ ん が 来 な い と き も 、

M  ち ゃ ん は 私 の そ ば で ホ ッ ト ケ ー キ を 焼 い た り 、 蒸 し パ ン を 作 っ

た り と 腕 前 を あ げ て い ま す 。 こ れ ら は 、 多 く の 皆 さ ん の 支 え に

よ っ て 起 こ る 奇 跡 な の で す 。

調 理 担 当 　 S r.  津 田 和 加 子

コ ン グ レ ガ シ オ ン ・ ド ・ ノ ー ト ル ダ ム 修 道 会

ご 支 援 あ り が と う ご ざ い ま し た ！ ＊ 2 0 2 0  年 度 は 4 5 0  件 の ご 寄 付 を い た だ き ま し た 。

お す す め 映 画

は じ め て の お も て な し
2 0 1 6  年 、 ド イ ツ

も っ と 知 り た い

難 民 の こ と

D V D,  ブ ル ー レ イ 発 売 中 。 A m a z o n P ri m e 

Vi d e o  等 で オ ン ラ イ ン 視 聴 が 可 能 。

お す す め 書 籍

あ る 日 の 入 管
~  外 国 人 収 容 施 設 は “ 生 き 地 獄 " ~

織 田 朝 日 著 、 扶 桑 社 、 2 0 2 1 / 2

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 2 0 1 9  年 度 決 算 2 0 2 0  年 度 決 算 科 目 2 0 1 9  年 度 決 算 2 0 2 0  年 度 決 算

寄 付 金 3 0 0, 0 0 0 2 0, 6 0 0, 8 1 2
支 援 費 0 1, 5 1 4, 1 4 4

水 道 光 熱 費 0 1, 2 9 1, 1 6 2

会 　 費 1 4 0, 0 0 0 2 1 0, 0 0 0
消 耗 品 費 1 8, 4 4 8 2, 0 1 4, 6 4 8

通 信 運 搬 費 3, 1 0 2 3 5 5, 2 3 9

助 成 金 2 0 0, 0 0 0 0
印 刷 製 本 費 0 3 8 9, 0 4 4

広 告 宣 伝 費 0 1 9 6, 8 0 0

そ の 他 の 収 益 0 9, 2 7 0
車 両 費 0 1 2 5, 4 9 8

施 設 維 持 管 理 費 0 1, 8 6 8, 3 0 9

人 件 費 ・ 謝 金 0 2 8 1, 0 2 3

そ の 他 事 業 費 4 1, 6 9 0 3 4 6, 0 0 3

管 理 費 7 5, 0 5 6 3 9 0, 1 4 8

収 入 の 部 合 計 6 4 0, 0 0 0 2 0, 8 2 0, 0 8 2 支 出 の 部 合 計 1 3 8, 2 9 6 8, 7 7 2, 0 1 8

＊  2 0 1 9  年 度 は 、 2 0 2 0  年  2  月  5  日 ～  2 0 2 0  年  3  月  3 1  日 で す 。 2 0 2 0  年 度 は 、 2 0 2 0  年  4  月  1  日 ～  2 0 2 1  年  3  月  3 1  日 で す 。

＊ 施 設 等 受 入 評 価 、 ボ ラ ン テ ィ ア 受 入 評 価 は 除 い て い ま す 。

＊  2 0 2 1  年  3  月  3 1  日 現 在 、 次 期 繰 越 正 味 財 産 額 は 、 1 2, 5 4 9, 7 6 8  円 で す 。

＊ 活 動 報 告 ・ 決 算 の 詳 細 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 覧 い た だ け ま す 。

単 位 ： 円
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■ 各 国 の 難 民 受 け 入 れ 状 況 （ 2 0 2 0  年 ,  U N H C R ）

N P O  法 人 

ア ル ペ な ん み ん セ ン タ ー と は ？   　 　 　 　 　 　

設 立 2 0 2 0  年  2  月  5  日

　 迫 害 か ら 逃 れ て 来 日 し た 難 民 の 支 援 セ ン

タ ー で す 。 日 本 に も 毎 年 、 一 万 人 を 超 え る 難

民 が 来 日 し て い ま す 。 母 国 で の 迫 害 の 傷 を 癒

し 、 地 域 社 会 へ 定 住 す る た め 日 本 語 の 習 得 、

日 本 文 化 の 理 解 、 自 立 に 向 け た 支 援 を 行 っ て

い ま  す 。

・ 難 民 の 定 住 サ ポ ー ト
シ ェ ル タ ー の 提 供 /  日 本 語 ・ 日 本 文 化 を 学 ぶ 場 の 提 供

難 民 認 定 申 請 手 続 支 援 /  通 訳 翻 訳 支 援 /  就 労 支 援

・ 難 民 と 日 本 社 会 を つ な ぐ
難 民 の 社 会 参 画 支 援 /  難 民 セ ミ ナ ー

イ ベ ン ト の 実 施

・ 国 内 外 の 難 民 支 援 団 体 と の ネ ッ ト ワ ー ク

■ 法 人 役 員 / 事 務 局 職 員

理 事 長

　 榎 川 勝 也  元 認 定  N P O  法 人 国 連  U N H C R  協 会 常 務 理 事 /  事 務 局 長

理 事

　 有 川 憲 治  N P O  法 人 移 住 者 と 連 帯 す る 全 国 ネ ッ ト ワ ー ク 理 事

　 小 山 英 之  N P O  法 人 な ん み ん フ ォ ー ラ ム 代 表 理 事 /  上 智 大 学 教 授

　 杉 本 大 輔  全 国 難 民 弁 護 団 連 絡 会 議 事 務 局

　 津 田 和 加 子  コ ン グ レ ガ シ オ ン ・ ド ・ ノ ー ト ル ダ ム 修 道 会

　 山 本 菜 奈  N P O  法 人  W E L g e e

監 事

　 平 石 博 俊  平 石 博 俊 税 理 士 事 務 所 所 長

　 本 田 涼 子  臨 床 心 理 士 、 日 本 プ レ イ セ ラ ピ ー 協 会 理 事

--------------------------------------------------------------- -----

事 務 局 長

 有 川 憲 治  宅 地 建 物 取 引 士 /  賃 貸 不 動 産 経 営 管 理 士

事 務 局 職 員  

 漆 原 比 呂 志  地 域 連 携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー  

 及 川 い ず み  プ ロ グ ラ ム コ ー デ ィ ネ ー タ ー

 金 山  重 之  情 報 発 信 事 業 /  事 務 担 当

 津 田 和 加 子  調 理 担 当 、 管 理 栄 養 士  

 レ ニ ー ト レ ン テ ィ ー ノ  カ ウ ン セ リ ン グ 担 当  

 山 﨑 　 恵  法 人 事 務 担 当

■ ご 支 援 く だ さ い ！  
ア ル ペ な ん み ん セ ン タ ー は 、 寄 付 で 運 営 さ れ て い ま す 。 皆 様 の ご 支 援 を お 願 い い た し ま す ！

郵 便 振 替 口 座  0  0  2  5  0 -  6 -  1  0  7  2  0  5   N P O  法 人 ア ル ペ な ん み ん セ ン タ ー

ホ ー ム ペ ー ジ か ら 、 ク レ ジ ッ ト カ ー ド で の ご 寄 付 が 可 能 で す 。 右 の  Q R  コ ー ド か ら ア ク セ ス く だ さ い 。

■ 出 張 な ん み ん セ ミ ナ ー 開 催 中 ！

　  難  民  の こ と を も っ と 知  っ

て  欲  し  く 「  出  張  な  ん  み  ん  セ  ミ

ナ ー 」 を 実 施 し て い ま す 。 オ

ン ラ イ ン で の 開 催 も 可 能 で

す 。 詳 細 は 、 事 務 局 に ご 連

絡 く だ さ い 。

（ 2 0 2 1  年 実 績 ）

　 １ 月 　 鎌 倉 泉 水 教 会

　 ４ 月 　 鎌 倉 芸 術 館 （ 共 催 ： S D G s 活 動 支  援 セ ン タ ー /  鎌 倉 ユ ネ ス コ 協 会 ）

　 ５ 月 　 カ ト リ ッ ク 雪 ノ 下 教 会

　 ６ 月 　 上 智 福 岡 中 学 高 等 学 校

　 　 　 　 東 京 外 国 語 大 学 ボ  ラ ン  テ ィ ア  活  動  ス ペ  ー ス V O L A S   

■ 物 品 寄 贈 の お 願 い ！

　  下  記  の  も の  を  集  め て  い ま  す 。  ご  協  力  を  お  願  い  い た し ま  す 。

　 □ 衣 類 （ 夏 物 ） 　 T  シ ャ ツ 、 短 パ ン 、 下 着 、 靴 下

　 □ タ オ ル 、 せ っ け ん 、 歯 ブ ラ シ

　 □ ス ー ツ ケ ー ス 、 リ ュ ッ ク サ ッ ク 、 カ バ ン

　 □ 未 使 用 切 手 、 未 使 用 は が き 、 書 き 損 じ は が き

　 □ ノ ー ト  P C … 日 本 語 学 習 、 本 国 と の 連 絡 の た め に 使 わ せ て い た だ き ま す 。

■ ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 中 ！

＊ 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 当 面 の

間 、 神 奈 川 県 在 住 の 方 に 限 定 さ  せ  て  い  た  だ  き  ま  す 。 見  学  大  歓  迎  、

駐  車  場  も  あ り ま  す 。  ご  希  望  の  方  は  、 事  務  局  ま  で ご  連  絡  く だ  さ  い  。

・ 草  刈  り 、  清  掃  ボ  ラ ン  テ ィ ア

　 毎 週 月 曜 日

　 1 0: 0 0  〜  1 2: 0 0

　 1 3: 3 0  〜  1 5: 3 0  

・ 農  作  業  ボ  ラ ン  テ ィ ア

　 第 ２ 、 ４ 土 曜 日 

　 1 0: 0 0  〜  1 2: 0 0 

・ 建 物 メ ン テ ナ ン ス ボ ラ ン テ ィ ア

　 随 時 、 壁 紙 の 補 修 、 網 戸 の 張 替 等


